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107　　　　 ヒ ト胎児 に お け る 眼球運 動 と排尿

サ イ ク ル の 関連 性か ら み た 中枢 神経 系 の 制 御機

構 の 発 達 に 関す る 研 究
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108　　　 眼 球 運動 の 超 音波観察 に よ る 胎児睡眠

サ イ ク ル 発達過 程 の 解析
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〈 目的 〉 わ れ わ れ は 電 子 ス キ ャ ン に よ っ て 観察

さ れ る ヒ ト胎児 の さ ま ざ ま な 生 活現 象 の 妊 娠 の 進

行 に 伴 な う推移を 中枢 神経系を 中心 と した剃御系

の 発達の 表現 で ある と理解 し ， こ れ ら を 解 析す る

こ と が 胎児 行動科学へ の 道 を拓 く も の と位置付 け

て 研 究 を す す め て い る 。そ の な か で ， 今回 は 胎児

眼球 運 勦と 排尿 と の 両指 標 に 着 目 し ， 両者 の 同期

的な 出現 の 様子 と そ の 生物学的 な 意 義に っ い て 検

討 した 。

〈 方法 〉 方法は 2 台 の 電子ス キ ャ ン を用 い ，連続

し た 50分 か ら 110分 の 間 ， 眼球 運 勤 と排尿サ イ ク

ル とを同時 に 観察 し ， 各 々 前者 で は 1分間 当 た り

の 運 動の 回数を ， 後 者 で は 5 分毎の膀胱貯 留尿量

お よ び排尿の タイ ミ ン グを 求 め た 。対 象 は 妊 娠 33

週 か ら 42週 に 至 る正常胎児 37例 と 無脳症 3 例で あ

り，こ れ らか ら得 られ た 延 べ 71 回 の デ
ー

タ に っ い

て 解析 を行 っ た 。

＜ 成績＞ 1）妊 娠 33週 か ら 36週 の症例 で は ，排尿

と眼球運動と の 出現 は 互 い に 関 連 を 有 し な い が
，

妊 娠 37週以後 に な る と排尿は や く 54％ の 率 で眼球

運動 期 の 開 始 す る前 の 1分 か ら後 の 5 分以 内に 起

こ る こ とが 分 っ た 。 2） しか し，妊娠末期 に お い て

も，眼球運動 と 関連 の な い 排尿現象が 29％ の 比率

で 存 在 し ，そ れ は 上記 の も の とは 生物学的な意義を

異に す る と 考 え られ た 。 3） ま た ， 無脳症 3 例で は ，

排 尿 と眼球 運動の 同期的な 出現は認め られ なか っ た 。

〈 結論〉 以 上 の 成 績か ら
， 排尿 と眼球運動 を 連結

す る中枢 神経系 の 制御 機能 が 妊 娠 37週 に 完成し ，

そ の 中 枢 部 は 脳幹 の 橋 に 存 在す る こ とが 示唆さ れ

た 。 こ れ は 小児 に お け る REM 睡眠期 の 夜尿症 に 類

似 した ヒ ト胎児 の 現 象 で あ る と 推 察 さ れ る。

　〔目的 〕胎児睡眠 サ イ ク ル の 発達過程 を検討 ず る 目的

で ， 超音波を用 い ヒ ト胎児の 眼球運動 を観察 し，そ の

出現様式を定量的 に 分 析 した 。 〔方法 〕周波数 の 異な

る 3 台の 電 子 ス キ ャ ン で 妊娠 20 〜 40 週 の 正常胎児30
例 の 急速眼球 運 動 （REM ）及 び 呼吸様運動 （BM ），脇

幹 （TM ），四肢 （EM ），口 唇 （MM ）の 運動 を90分聞観察 し，
event 　mankcr を用 い データ レ コ ーダ ーに 記録 した 。

それ らを Signal　processerva よ り定量的 に 分析す る

と供に，BM は M モ
ー一

ドで も記録 し Digitizertrcよ る

解析 も行 っ た。REM と他 の 行 動 との 関連性は 相 互相 関

法 に よ り検 討した 。 分析に あだ っ て は観察時間を 10秒

毎に区切 り，％REM 密度 （REM 出現時間／ REM 期 の時

聞 ），離散度（総出現度数／1出現聴間）を計算 した。3 分 以

内の 間歇 で REM が 連続 して み られ る 時期をREM 期，9

分以上 ない 時期を nonREM 期 と定義した 。 〔成績〕1）
REM の 出現度数及 び 群発傾向は妊娠に伴 い 増 加 した

（出現 度数 ： 20 〜 27週 ： 1．28／ IO秒 ， 36週〜 ： 59．1／10

秒・離散度 ；20遡 7週 55 ，36週〜・17 ）． 2）REM 期 一

nonREM 期の 区別 が明瞭とな るの は32週以 降であっ た

（36 週以降 ；REM 期平均 28 ．5分，　nonREM 期 ：21．0分）。

3 ）REM 期 に 澄 けれ ％REM 密度は妊娠が進む に つ れ

増加 しXc （32〜35週 ： 52。8 ％，36週〜 ： 61 、O ％）。36

週以降 の 例で は REM 期 の 初め に ％REM 密度 が 高 く

（77．6 ％），終 りに低い （45．8 ％）傾向が 認 め られ た。
4）RFM と BM と の 関連は妊娠が 進む に つ れ増 加 し，
BM は REM −

non 　REMtw で 出現様式 が 異 っ た （BM の

変 動係数 ；REM 期 ： G．34 ± 0．19，　 non
’REMma ；0ユ9

± O．07 ， mean ± SD ）。　TM ，　EM ，及び MM とREM との

関 連性は妊娠各期で有意 な差はなか っ た 。 〔結論 〕睡

眠 サ イ ク ル は妊娠32週以後 明 瞭 とな り，36週以降 で は

呼吸 リズ ム との 関連性 も高くなり，新生 児に 近 い パ タ

ーン とな る こ とが 明 らか となっ た 。
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